
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

全
・
労
・
生

四
国
地
方
労
働
組
合
生
産

性
会
議

議
長
　
中
村
　
亨

　
四
国
地
方
労
働
組
合
生

産
性
会
議
（
略
称
＝
四
労

生
）
は
、
前
身
の
四
国
地

方
労
働
組
合
生
産
性
企
画

実
践
委
員
会
が
１
９
５
９

年
に
設
立
（
１
９
６
８
年

に
四
国
地
方
労
働
組
合
生

産
性
会
議
に
改
称
）
さ
れ

て
以
降
、
来
年
、
節
目
の

�
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
年
６
月
、
当
会
議
議

長
に
就
任
し
、
あ
ら
た
め

て
、
そ
の
歴
史
の
重
み
と

責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
す

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
四

国
に
お
け
る
労
組
生
産
性

運
動
の
発
展
に
ご
尽
力
さ

れ
た
諸
先
輩
方
、
関
係
者

の
方
々
に
は
、
心
よ
り
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　
今
日
の
わ
が
国
は
、
人

口
減
少
・
超
少
子
高
齢

化
、
社
会
保
障
給
付
費
の

激
増
、
雇
用
構
造
の
変
化

（
非
正
規
雇
用
の
増
大
）

な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
激
変
の
時

代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
、
社
会
保
障

給
付
と
負
担
の
問
題
、
雇

用
と
処
遇
、
介
護
・
子
育

て
問
題
、
働
き
方
改
革
な

ど
は
、
企
業
労
使
は
も
ち

ろ
ん
、
社
会
全
体
で
抜
本

的
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

べ
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
困
難
な
課
題

を
克
服
し
、
い
か
に
経
済

・
社
会
の
持
続
的
成
長
を

実
現
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
、
企
業
労
使
の
視
点
か

ら
考
え
ま
す
と
〝
生
産
性

三
原
則
（
①
雇
用
の
維
持

・
拡
大
②
労
使
の
協
力
・

協
議
③
成
果
の
公
正
分

配
）
に
基
づ
く
生
産
性
運

動
〟
の
意
義
を
労
使
双
方

が
理
解
し
、
相
互
信
頼
に

基
づ
い
た
緊
張
感
の
あ
る

健
全
な
労
使
関
係
の
も

と
、労
使
一
体
と
な
っ
て
、

課
題
解
決
に
向
け
て
果
敢

に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
り
ま

す
。

　
当
会
議
は
〝
労
働
者
の

働
き
が
い
や
生
き
が
い
、

雇
用
の
安
定
、
成
果
の
公

正
分
配
な
ど
の
実
現
を
目

指
す
「
人
間
性
尊
重
を
基

礎
と
す
る
生
産
性
運
動
」
〟

の
推
進
機
関
と
し
て
、
⑴

生
産
性
運
動
を
理
解
し
、

組
織
を
牽
引
し
て
い
け
る

人
材
の
育
成
⑵
課
題
対
応

力
・
解
決
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
知
識
の
習
得
⑶
会

員
労
組
の
相
互
研
鑽
・
交

流
な
ど
の
活
動
を
通
じ

て
、
会
員
労
働
組
合
の
皆

様
を
支
援
し
、
四
国
に
お

け
る
「
生
産
性
運
動
の
浸

透
・
拡
大
」
や
「
労
組
組

織
の
強
化
と
活
動
の
活
性

化
」
な
ど
に
貢
献
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。


